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臺灣産植物種子油の研究(第 十二報)

赤 鐵 科(Sapotaceae)種 子 油 に就 て

(昭和十年七 月十八日 受領 昭和十年九月廿 五 日印刷

加福均 三 畑忠太

赤 鐵 料(Sapotaceae)の 植 物 は一般 に熱 帯 地 方に 分布 しそ の種 子 油 は概 して固體 脂乃 至 不乾 性 油 に

屬し利 用價 値 大 な る もの 勘 か らず.就 中Bassia屬 の もの は そ の代 表 的 の もの に して .Bassia longifo

liaの 種 子 よ り採油 した るイ リツペ 脂(Illipe butter)は 最 も著 名な り.抑 々 イ 夢ツペ脂 は 嚴 格 な る

意 味 に於 て はBassia longifodiaの 種 子 油 なれ ど も市 販 の もの は概 ね 赤鐵 料Bassia屬 の植 物 中longi

foliaに類 似 した る樹 木 よ りの 油 を この名 の もと に販賣 し居 れ りと云 ふ .此 の 油 は英 佛 に輸 出せ られ蝋

燭 原料 チ ヨ コ レート 製 造 等 に使 用せ らる.又 南 洋 地 方 にて は一 般 食 用,石 鹸 原料 及 藥 用 に供 せ ら る.

イ リツ ペ脂 に就 て は古 よ り研 究 せ られ 就 中Gruu1)の 油脂 書 に載 せ られ しもの を擧 ぐれ ば 含 油率55

～57% ,d〓,0.856～0.864〓1.459～1.4621,鹸 化 價186～203,沃 素 贋50～64,に して 脂 肪 酸 成 分

はPalmitc,Stearic acid 40%,Oleic acid 51%,Linolic acid 9よ りな る.術 この 他同屬 の もの に

Bassia latifoliaよ り探 るMowrah butter,Bassia butyraeaよ りのPhu1wa butter等 あり.何 れ も大 同

小異 に して イ リツペ脂 の代 用 に供 せ ら る.

臺灣に はBassia屬に屬 す る もの な く季 科 の植 物 と して は僅 にPalaquium,屬 及Sideroxylon屬 の も

の 二 三 を擧 ぐる に過 ぎ ざ る 庵 これ らの 中おほ ば あか てつ(palaquium formosanum,Hay)は 本 島 固有

の樹 木 に して種 子 の含 油率36%,脱殼容 易 に して 種 肉 の み の 含 油 率 は57%あり,無 色〓状 融點60

°の 同體 脂 に して60%のStearinを 含 有 す るか なり 珍 ら し き組 成 を有 し,馬 來 牛 島,ス マ トラ,ボ ル

ネオ 地 方 に分 布 す る グ ツ タの 原 料木Palaquium,Oblongiforiumの 種 子 油 に ほ ぼ相 似 す る も更 に これ よ

りその 油 量 及 殊 にStearinの 量 大 に して而 も融點 の 高 きは その利用 上甚 だ興 味 あ る こ とと信 ず.

あか てつ(Sideroxylon ferugineum, Hook et Arn)は 主 に南 洋 諸 島 に分 布 す る赤 鐵 科 の 代 表 木 に し

て 本島 にて も南 都 地 方 に野 生 す.こ の もの油 分 は31%油 は前 者 とは趣 を異 にす る液 状 不 乾性 瀬 な り.

お ほ ば あ か て つ

おほば あかてつ は學名Palaquium for formosanum, Hay別 名たここん,土 名秤仔(カ ヌア),お ほばあ

かてつ 屬に属する本島固有の喬木に して海岸に生育するも分布著 しく局限せられ現在 にては基隆,

宜蘭,恒 春地方に散生するのみ.樹 幹 の大なるものは禅1米,高 さ数十米4z及 ぶ ものあ り,樹 皮は

黒褐色にして厚 く葉は互生枝頭に輪生す.實 は7,8月 の候域熱 し肉質橢圓形兩端稍 々鈍形,長 さ4～5cm

,徑3cm.種 子は紡錐に して1～4個 を有す.本屬植 物の特長たる樹 皮 を傷つ くる時白色の乳

状液 を分泌するも容易に凝固せず主 として蛋白質を含有 しグツタペルカの性質とは異なるが如 く材

は建築材とし實は食 し得 北部金由地方にては青き果實を籾殻に 入れ醗酵せしめたる 後中果皮を食

ふと云ふ.2)

本研究に使用せし材料種子は恒春産 の ものに して種子10個 の重量34g漆黒 の種皮に包まれ淡褐色

の油脂質仁あ り.仁 の含油56.7%,水 分5.0%灰 分2.5%.

1) A. D. Grun: 'Anayl. Fette. u. Wachse', IT, 330. 2)'台湾樹本誌', 334.
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油 の性状 油 は27° にて無色〓状 くの固體 に して僅かに不快ならざる香 るあり,融點57～60°.そ の性

質次の如し.

比 重(d〓)0.8855 屈析 率(〓) 1.4520酸 價9.41 鹸 化價  189.75 沃 素價

44.96 不鹸化物0,87%

混合脂肪酸の性質 不鹸化物を分離したる混合脂肪酸は無色固體にして

融點59～60° 中和 價195.43 沃 素 價45.29

液 固 兩 酸 の 割 合 及 び 性 質 鉛鹽 アル コー ル法 にて 液固 兩 酸 を分離 した る割 合 は 固體 酸60.4%,液

體 酸39.6%に して固體 酸 は 融點59～61°,中 和價197.2,液 體 酸 は比 重(d〓)0.9044屈 折 率(〓)1.4680,

中和 價192.2沃 素 價85.97な り,

液髄 酸 の檢 索 臭 素 添加 の結 果 は結 晶性6,4-Bromideの 何 れ も與 へ ず,酸 化 の 結 果 も 融 點129～

130° 中 和 價178.1の2-Hydoxystearic acidを 檢 索 し得 しの み.そ の20gを メチ ル エ ス テ ル と して分

溜 した る結 果 は次 の 如 し.

試に溜分(3)を 酸にかへ したる性質は

此 重(〓)0.8891.屈 折 率(〓)1.4595,中 和 價195.8に し て 銀鹽 生 成 分 析 の 結 果 は

試 料0.O618g AgO,0168g Ag27.18% C18H33O2Agと して 計 算 値27.67%

尚この もの 結晶 臭 化 物 を與 へ ず,酸 化 に よ り融點129～130° 中和 價177.8の2-Hydroxystearic acid

を與 ふ る こ と よ り本 脂肪 酸 はOleic acidに して 他 酸 の存 在 を認 めず.

固體 酸 の檢 索 固艦 酸50gを 無 水酒 精 よ り分 別 結 晶 を繰 砂返 し 融點70.5～71°,中 和 價199.21の

もの45.6g,と 融點73～74°,中和 價178.2の もの0.7gに 分 別 す る を得 た り.前 者 はStearic acidと

混 融 して降 下せず,後 者 は 輝 け る小葉状 結 晶 に してArachidic acidと 混 融 して 融點75～75.5°即 ち

これ よ りして本固體 酸 はStearic acidを 主 成 分 と して他 に 少量 のArachidic acidを 含 有 す る を知 る.

摘 要 お ほ ば あか てつ 種 子 油 は固體 脂に して 融點 高 く固體 酸60%液體 酸40%の 割 合 に して その

成 分酸 はStearic acid固體 酸 の主體 な し これ に極 微量 のArachidic acidを 含 有 し液體 酸 はOlcic

 acidな り.不 鹸 化 物 は0.9%内 外 に して イ リツ ペ脂 に 見 るが 如 き特 長 な し,之 を 要 す るに本 脂 は

stearin製 取 材 料 と して最 も良 好 な る もの に して その 利 用 上 興味 深 を を信 す る と ころ なり.

あ か て つ

あかてつは學名Sideroxylon ferrugineum, Hook et Arn.土 名石松,馬 來半島,比 律賓,南 支那及日

本に分布 し本邦にては沖縄,八 重山,大 島,小 笠原島等の海岸に多 く盛灘にては 恒春地方の海岸,

小基隆及紅頭襖に産す.常 線の 小喬木 にして往々岩石地に生育するところより方言石松の名あ り.
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樹 皮 よ り一種 の護 護 質 の 樹 脂 を分 泌 す.果 實 は漿 果 に して橢 圓形.長 さ1.5cm光 澤 あ り.中 に1～2

個 の種 子 を有 す.本 試 料 は恒 春 産 の もの に して 油分31.3%.水 分2.8%,荻 分2.3%なり.

油 の性状 油 は 淡 黄 色20° に て液状 に して 無臭 そ の性 質 次の 如 し.

比 重(〓)0.9082 屈折 率(〓)1.4650 酸 價20.41 鹸化價189.13 沃 素價77.63

 不 鹸 化 物0.37%

混 合 脂 肪 酸 の性 質 不 鹸 化物 を分 離 した る混 合 脂肪 酸 は27° に て淡 黄 色固 體 に して 融 點35～36°,

中 和 價209.84 沃 素價79.68

液 固兩 酸 の 割 合 及 び 牲 質 鉛鹽 アル コ ール法 に て 分 離 した る兩 酸 の 割 合 は液 體 酸76.4%,固 體 酸

23.6%に して液 體 酸 は 比 重(〓)0.8748,屈 折 率(〓)1.4619,中 和 價200.4,沃 素 價111.3,固 體 酸

は 融 點54～55°,中和 價209.4

固 體 酸 の 檢 索 無 水 酒 精 よ り秀 別結 晶 に よ りm.p.58～59°中 和 價218.3の 大 部 分 と極 少量 の 融 點

54～55° 中 和 價231.6及 び 融 點56～57° 中和 價214.4に 分離 す るを得.之 に よ り本 酸 はPalmitic

 acidを 主 成 分 と し この 外Myristic acid及 びStearic acidの 混 在 を推 知 し得 た り.

液體 酸 の檢 索 臭 素 添 加 の 結 果 は6-Bromideを 與 へ す.石 油エー テル 不溶 性4-Bromideと して

融 點113～114° の もの 試 料5gよ り0.8gを 得.又 化の 結 果 融 點131～131.6。,中 和 贋177.46;融

點157～109° 中和 價164.68の 兩 水酸 化酸 を得.故 に之 等 の量 そ の 他 よ り計 算 して そ の 割 合0leic acid

77%.Linolic acid23%に して 他 酸 は之 を認 めす.

摘 要 あ か て つ種 子 油 は 不 乾性 油 に 屬 し固 體 酸23.6%液 體 酸76.4%より な り前 者 はPa1mitl c

acidに して他 に微 量 のMyristic acid,Stearicacid存 在 し後 者はOleic acid77%, Linolic acid23%

の 割 合 よ りな る もの の如 し.不 鹸 化 物 は 微 量 に して特 長 を認 め ず.

終 に本 試料 種 子採 集 の勞 を と られ た る恒 春 林 業 試驗 支 所 津 田徳 藏 氏 に深 謝 す.

(臺灣総督府中央研究所有機 工業化學科 研究室)


